
第４回 尼崎らしいまちづくりのルールを考える市民懇話会 

次     第

日 時 平成26年12月14日(日)13時30分から 

場 所 小田地区会館大会議室

１ 事務局あいさつ 

２ 久先生話題提供 「市政への住民参画について」 

３ グループワーク ～テーマ「市政参画について」～ 

  ① 「市政参画」を進める上での課題とは？ 

  ② 「市政参画」をより進めるために何ができる？ 

４ 振り返りシート記入 

５ 次回のご案内 

第5回市民懇話会 

日 時：平成27年2月 14日（土）午後2時から午後4時30分まで 

場 所：小田地区会館大会議室 

    テーマ：地域コミュニティについて 

  第 1回タウンミーティング 

日 時：平成27年1月 24日（土）午後2時から午後4時30分まで 

場 所：中央公民館大ホール 

    テーマ：情報発信・共有、市政参画について

以  上



テーマ「情報発信・共有を進める上での課題」 

第３回(H26.11.9) 尼崎らしいまちづくりのルールを考える市民懇話会「意見交換で出た課題」のまとめ 

① 市民個人 ② 団体（町会、市民団体、事業者等） ③ 行政 

そもそも市政や地域に関心を持っていない 

・市政や地域に対してそもそも興味がなく他人事である

・関心が無かったので自分で発信することはなかったし、

また求めることもなかった

・自分から自発的に動かない

・市政や地域の情報を得なくても暮らしていける

・緊急のこと、自分に関係あることしか興味がない

・自分の興味があることと、市とがつながらない

・若者は市のＨＰは見ない

・若い人が日中、地元にいない

情報を共有する場がない 

・団体に所属していない人にとっては不安がある

市政や地域への関心の有無が二極化している 

・今ある情報でこと足りる人とそうでない人の二極化

・イベントなどでも同じ人しか集まらない

情報を共有する場がない

・地域の小さな問題などを誰に聞けば良いかわからない

・横の関連情報の共有がない

・パソコンやＳＮＳを教えてくれる人の存在

・つながりが仲間内から超えて広がりにくい

・地域への情報発信の仕方がわからない

・情報の入手先がわからない

町会の情報が入ってこない 

・町会に入っていないとイベント等を知ることができない

・町会が何をしているかよくわからない

・町会や子ども会への参加の仕方がわからない

・自治会の窓口がわからない

町会に入る人が減っている 

・町会の加入率

・若い世代が町会に入ってこない

・子ども会がある所とない所がある

市民・団体・行政のつなぎ役の不足 

・コーディネーター役がいない

情報を共有する場がない

・情報のプラットフォームがない

情報媒体が上手く活用できていない 

・ＳＮＳやパソコンを年配の方が使いこなせない。

情報の二極化（ＮＥＴ・非ＮＥＴ）がおきている。

情報媒体が上手く活用できていない 

・掲示板が少ない

・回覧板が有効に使われていない

情報媒体が上手く活用できていない 

・掲示板が上手く活用されていない

 （存在が薄い、見にくく汚いなど）

・市報が活用されていないのではないか

 （配り方が良くないなど）

・市がＳＮＳを活用していることを市民が知らない

・市ＨＰから情報元にたどりつかない

・市の広報が見にくい

市民が自ら、関心を持つような情報が発信できていない 

・関心のない人にいかに伝えていくか

・情報が溢れて多すぎる

・チラシなどの発信のタイミングが遅い

市民が関心を持つような情報が発信できていない

・発信した結果の検証ができていない

・専門用語を使うと伝わりにくい

・ほしい情報が提供できていない

・自分の思いと違った形で伝わってしまう

ターゲットが明確になっていない 

・ターゲットの絞り込みができていない 

・全ての人に全ての情報を伝える必要があるのか 

・何のために伝えるのかという目的がはっきりしていない

市民が関心を持つような情報が発信できていない

・情報が多くて混乱する

・文字ばかりで読むのが嫌になる

ターゲットが明確になっていない 

・全ての情報を全員に伝える必要があると思っている

・関心がなければならないと思っている

・ターゲットが絞り込めていない

・情報の切り分けができておらず、ばら撒きになって

いる

お互いの話を十分に聴けていない

・価値観が違うことが理解できなかった 

・間違いは素直に認める、相手の考えを聴くなど 

課題 



テーマ「情報発信・共有を進める上で、それぞれが取り組むこと」 

第３回(H26.11.9) 尼崎らしいまちづくりのルールを考える市民懇話会「振り返りシート」のまとめ 

① 私がすること、できること ② みんなですること、できること ③ 行政主体ですること、①②のために行政がすること

自ら情報に関心を持つ 

・少しでも多くの分野に関心を持ち、出来るだけ地域の

活動に参加する

自ら情報を伝える 

・ママ同士で話をしたり、知っている情報は自分から身

近な人に発信して口コミで広げる

・地域の住民に対して、町会・諸団体また趣味の会を通

じて情報を提供する

・受信者のターゲットを絞り、ターゲットがいるところ

を洗い出す

・何かの分野のエキスパートになる

情報を伝える相手を増やす 

・地域の知り合い、友人を増やす

気軽に情報を共有できる機会をつくる 

・市民が気軽に集まれる場をつくる（デニーズのおばち

ゃん会やラジオ体操など）

・コミュニティづくりは自分たちで楽しく面白く行う（仕

事や学校の妨げにならない程度に）

・地域リーダー（情報の窓口になる人）をつくる

・横のつながりを強くする

・集まりに参加できない人たちを把握し、理由を皆で共

有する

・一番効果的なことは口コミであり、口コミ伝播の輪を

地道に広げていく

町会にお願いする 

・地域ニュースを発信する

・自治会、町内会を活性化する

・町会や子ども会の復活

・町会の加入者を増やすために町会も働きかける

気軽に情報を共有できる機会をつくる 

・市民のつながりをつくるイベントを開催する

・情報が多いので若い世代にはＳＮＳを使ってターゲッ

トを絞る面があっても良いかもしれないが意見交換の

場を多くつくる

情報へのアクセシビリティを高める 

・情報を拾えるところを一つにして、その中で目的に応

じた窓口を分ける

・市ＨＰについて「窓口」を多くする（必要な情報は個

人で異なり多様なので）

・アクセスしやすいホームページの作成（ページの工夫）

・1つアクセスした後「他の方はこんなことを調べていま
す」のようなタグ付け、情報の切り分けをする

市民主体の活動を支援する 

・「市民個人が行うこと」の枠組み自体を市民主体でつく

るために認可を取り易くすれば良い

町会と協力する 

・町会の活動を知り、出来るだけ参加し、町会の情報発

信の提案をする

・町会へコミットし、「我が家掲示板」をつくる（私の家

ではこんなことが流行っていますなど）

町会と協力する 

・皆で地域でのコミュニティ活動をどうつくっていくの

か考える

・自治会活動等へ積極的に参加する

町会を支援する 

・社会福祉協議会の活動をこれまでアプローチできてい

ない人にまで届けるサポートをする

・自治会組織を改善する

市政や地域に興味・関心を持てる機会をつくる 

・子どもの頃から市政に興味を持てるような環境をつく

る（子どもに市政のことを話したり、選挙に連れて行

ったりする）

 市政や地域に興味・関心を持てる機会をつくる 

・郷土愛を育てる（知識とやる気を幼少の頃から育てる）

情報媒体を活用する 

・facebook やラインを活用する（リアルタイムで情報が
入るメリット）

情報媒体の使い方を身近な人に教える 

・回覧板を回す仕組みなどを知らない人には教えてあげ

る

・地域の課題などについて、行政や地域の誰に聞いたら

良いかわからないという人がいれば教えてあげる

・市からの情報提供媒体（ＳＮＳや市報）など知らない

住民に知らせる

・ネットが使えない人に対して使い方を教える

情報媒体を活用する 

・地域の掲示板を有効活用する

・知りたい情報にすぐアクセスできるよう情報源の共有

も有効ではないか

情報媒体を活用する 

・紙媒体、人づて（回覧板のようなもの）の仕組みを工

夫する

・掲示板を活用する

・自治会の掲示板を一新する際に費用を援助する

・市役所、町内会それぞれの掲示板を統一、整備する

・市報の配布方法を改善する

・メーリスがあればしてもらえると嬉しい

情報媒体の使い方を教える 

・facebook、ラインの存在を広め活用する
・ＳＮＳが使えない人への講習会を実施する

・情報は、公民館等で閲覧できるよう優しく指導（わか

らない人にも親しんでもらう） 

市民が自ら、関心を持つような情報に編集し発信する 

・受信者が興味、関心を持てるような工夫をして情報を

発信する

・目的に応じて内容や発信の仕方を変えていく必要があ

る

・発信する内容を簡潔にまとめ、「より正確に」「タイム

リーに」発信する

市民が関心を持つような情報に編集し発信する

・発信者は発信した情報が受け手にとってどのような影

響を与えたのかを検証する

・多様な価値を持つ市民に対し、「緊急なこと、生命に関

すること、その人にとって価値のあることなど」を含

んだ情報を発信する

市民が関心を持つような情報に編集し発信する

・若い世代の目を引くような広報物をつくる

すべての人に届けようとしない（ターゲットを明確にする） 

・「全ての人に全ての情報を伝える」ではなく「欲しい情

報にすぐに簡単にアクセスできる」というベクトルに

方向転換する

・全員に全ての情報を伝えようと思わない⇔関心のない

人にも関心を持ってもらう努力をする

・参加者の関心事、置かれている立場、この違いを知っ

た上で情報も発信する

情報の優先度を考える 

・膨大な量の情報を振り分けるには、優先度をつけられ

る工夫が必要

市民の話を聴く 

・相手の考えや思いを聞くことをメインにして、情報を

必要なタイミングで提供する

市民の話を聴く 

・市民の関心を引くには市民の知りたいことを知る必要

がある

市民の話を聴く 

・受信者とのキャッチボールを通して HP を分かり易い
構成に改善する

行政職員と交流する 

・行政、民間それぞれの職員が交流を持つようにする

・「こんな理由でこんな情報を知りたい」という声を発信

していく

 市民と交流する 

・市民にとって市政、市職員、政治家などをもっと身近

な存在にしていく

アイデア 



各主体の権利と責務＜第7回＞

市政への参画
＜第4回＞

身近な地域での自治
（地域コミュニティの活性化）

＜第5,6回＞

住民投票 ＜第8回＞

行政運営＜第9回＞

（団体自治に関する主要な事項）

情報の共有＜第3回＞

市政の情報 市民活動・地域の情報

事業
者等

市民
団体

町会
市民
個人

行政

付託を受けて運営

～自治を進める上において必要なテーマで、意見交換を行います～

住民自治を支える姿勢

意見交換の各テーマの関係性イメージ

住民自治の推進

市 民

今日
はこ
こ！



1 

住民参画について 

近畿大学総合社会学部教授 久 隆浩 

1 地方自治法に定められた参画手法 

 直接請求 

イニシアティブ（住民発案） ／有権者の50分の1以上の署名
条例の制定、改廃請求（地方自治法第74条） 
事務の監査請求（第75条） 有権者の50分の1以上の署名

リコール ／有権者の3分の1以上の署名 → 住民投票
議会の解散請求（第76条）
議員の解職請求（第80条）
長の解職請求（第81条）
役員の解職請求（第86条） ／副知事・副市町村長・選挙管理委員・監査委員・公安委員

2 参画の種類 

① 意見を聴く（意見聴取）

アンケート

市民意見聴取制度（パブリックコメント）

懇談会

② 対話の場を通じて相互理解を促進する

③ 意見をとりまとめる

④ 合意形成を図る

⑤ 公式化する（オーソライズ）

⑥ 交流の場を通じて情報交換を図る



市政参画の制度について

①意見を聴く（意見聴取） 

アンケートの充実 

（あまサポねっと） 

市政の課題等について、市民の意識や考え方を迅速に把握す

るため、アンケートを実施しています。

まちづくり提案箱 
市民からのまちづくりに対する意見をメールや FAX などで

いただく制度です。

市民意見聴取プロセス 

（パブリックコメント制度） 

条例や施策などを立案する際、事前に内容などを公表して意

見を募集する制度です。

車座集会 
市民と市長が、まちづくりについて、語り合い、情報を共有

する場です。

市民懇話会 
各テーマについて市民より広く意見を聴取するために設け

る、市民同士が意見交換をする場です。

②意見をとりまとめる 

附属機関の委員公募の推進 
計画や施策を立案する際、審議会など附属機関において市民

委員の公募を推進しています。

③事業の担い手になる 

提案型事業委託制度 

行政が実施している事業を対象に、市民団体や事業者からよ

り市民にとって有益な事業になるような提案を募り委託化

を進める制度です。

提案型協働事業 
行政が行っていない事業を市民団体が提案し、協働して実施

する制度です。

市政サポーター制度の実施 

市民がボランティア活動に取り組むきっかけとなるよう、地

区まつりのお手伝いなどの業務を中心に、市の事業に協力し

ていただく市政サポーターを募集しています。

④交流の場を通じて情報交換を図る 

井戸端会議 
誰もが同じ立場に立って、知識を交換しあい、知恵を出し合

う、自由に参加できる交流の場です。

現在、尼崎市には上記のような制度がありますが、 

・制度は色々あるのにどうして参画が進まないのか？ 

・もっとこんな制度があったら参画しやすいのではないか？
などの視点で課題や市政参画をより進めるためのアイデアをお考えください。 



今日の目的（ゴール） 

    『市政参画』を進める上での課題や、『市政参画』をより進めていくためのアイデアにつ

いて、様々な視点から意見交換を行い、市民個人・団体・行政などそれぞれの主体に何がで

きるかを考え、「振り返りシート」に書き落とします。 

進行予定

 内容 時間 

説明 事務局より進め方、グランドルールについて ５分 

第１セッ

ション 

「課題」について意見交換 

・簡単に自己紹介（1人20秒・名前と属性くらい） 

・テーブルホスト役を各班1人決めます 

・付箋に「課題」を書き出しましょう（できるだけ多く） 

・書いたことを口にしながら模造紙に貼っていきます（似た意見を集めながら） 

・各自、どうしてそのように思うのか意見交換します 

２５分 

移動 テーブルホスト１人を残して、他のメンバーはそれぞれ別のテーブルへ ５分 

第２セッ

ション 

「課題」について意見交換⇒「より進めていくためのアイデア」を意見交換 

・簡単に自己紹介（1人20秒・名前と属性くらい） 

・テーブルホストは、第１セッションで出た意見を紹介します 

・新しいメンバーは、自分のグループで出された意見を紹介し、お互いに感じた

ことなどを話し合います 

・大事だなと思ったことがあれば付箋に書いて貼りましょう 

・「課題」を共有できたら、今度は『市政参画』をより進めていくために何がで

きるか、「アイデア」を意見交換します 

２０分 

移動 テーブルホスト１人を残して、他のメンバーはそれぞれ別のテーブルへ ５分 

第３セッ

ション 

「より進めていくためのアイデア」を意見交換 

・簡単に自己紹介（1人20秒・名前と属性くらい） 

・テーブルホストは、第２セッションまでに出た「課題」と「アイデア」を紹介

します 

・付箋に「アイデア」を書き出しましょう（できるだけ多く） 

・書いたことを口にしながら模造紙に貼っていきます（似た意見を集めながら） 

・各自、どうしてそのように思うのか意見交換します 

２５分 

全体共有 
・他のテーブルの模造紙を見て回り、「いいね！」と思う意見にシールを貼って 

いきます（課題、アイデアどちらに貼っても構いません） 
１０分 



グループワークのすすめかた

  ワールドカフェとは・・・ 

「知識や知恵は、機能的な会議室の中で生まれるのではなく、人々がオープンに会話を

行い、自由にネットワークを築くことのできる『カフェ』のような空間でこそ創発される」

という考えに基づく、コミュニケーションの手法です。 

何かひとつの結論を出すことや、議論することが目的とするのではなく、様々な人の考

え方に触れて、一人ひとりが「気付き」を得ることができる場をつくります。様々な企業

や団体、コミュニティで、研修や組織の活性化などに活用されています。

カフェのルール 

◆意見をまとめたり、議論するための場ではありません
正解や間違いはありませんので、テーマに関連して、感じたこと・思いついたことを気楽かつ

自由に話してください。 

◆発言は順番にお願いします
他のメンバーの発言をさえぎったり、同時に話したりするのは控えてください。 

◆職種、役職は抜きにして、リラックスして対話を楽しみましょう
他のメンバーの意見を否定したり、誰かを責めたりするのは控えてください。 

◆自分に何ができるか考えましょう
できるだけ「○○に××をしてほしい」といったお願いだけに偏らないようにしてください。 

◆付箋にはプロッキーで簡潔に書きましょう 
アイデアや思いついたことは、他のメンバーにも読みやすいように簡潔にまとめて書いてくだ

さい。 

テーブルホストは・・・ 

同じテーブルに残り、自分のテーブルで話された内容を新しいメンバーに説明しま

しょう。 



第４回 尼崎らしいまちづくりのルールを考える市民懇話会「振り返りシート」 

氏名             

(1)久先生の話題提供及びグループでの意見交換を経てのお考えをお書きください。 

「市政参画」を進める上で・・

① わたしがやること、できること 

② みんなでやること、できること 

③ ①、②では難しく、行政主体でやること、また①、②をやるために行政がやること 

（裏面あり） 



(2)本日の懇話会で感じたことなどがありましたらご自由にお書きください。 

(3)平成 27年 1月 24日（土）開催のタウンミーティングについて 

より幅広い市民の方から多様な意見をお聴きし、今後のルールづくりに生かすことを目的

に「尼崎らしいまちづくりのルールを考えるタウンミーティング」を開催します。お友達を

お誘いの上、ぜひご参加ください。 

つきましては、会場設営の関係上、参加希望者の人数を把握する必要があるため、下記の

いずれかを○で囲んでください。 

・出席     ・欠席 

（出欠確認について補足があればお書きください） 

ご協力ありがとうございました。



「地域コミュニティ活性化」の捉え方 

地域コミュニティって？ 

・私たちは生活の中で、消費、生産、労働、教育、衛生・医療、遊び、スポーツ、文化

といったことに取り組んでいますが、それらについて地縁や共通の関心によってつな

がった連帯性を持つ地域社会、あるいはその住民の集団のことをいいます。 

地域コミュニティ活性化の必要性 

・情報化の進展や生活利便の向上等により、近所づきあいや連帯感が希薄化するなか、

地域で孤立する高齢者等の見守り活動の必要性や大震災を教訓をとした防災意識の

高まり等から、地域の「絆」の重要性が再認識され、地域コミュニティの大切さが改

めて見直されています。 

・まちの美化をはじめ、防犯・防災、子育て、福祉など、多様化する地域の課題を解決

するには、市民自らが地域をよくしようという意識が欠かせません。 

立場や特性の異なる様々な主体が、適切な役割・責任分担のもとに連携し、相乗効果

を図りながら、自治意識や地域への愛着を高めることで、暮らしやすく魅力のあるま

ちがつくられます。 

参考 

裏面へ 



「地域コミュニティの活性化」についての課題 

・「地域コミュニティの活性化」を考える上で、行政としては次のような課題を感じて

いますが、これらの課題を改善していくためにはどのような工夫が必要か、皆さんの

ご意見を伺いたいと思います。 

・なお、これらはあくまで行政視点での課題認識ですので、記載内容に関わらず市民と

しての目線で、日ごろ感じる課題やそれを改善していくためのアイデアを自由な発想

で意見交換をお願いします。

①実際に活動する人材が少ない 

・地域活動に取り組む人材の高齢化 

・若い人材の巻き込みが不十分 

・地域での行事が減っている 

②社会や地域との がりをもてない市民 

・人とのつながりが希薄になっている 

・単身世帯増加などによる近所づきあいの希薄化 

→孤独死、身元不明の認知症患者の増 

・地域との関わりを煩わしいと感じる人も多い 

③効果的な行政の支援ができていない 

・地域コミュニティを支える横断的な仕組みができていない（支援策はあるが行政内部で

点在している） 

・行政と地域活動団体とのネットワークが不十分 

・市民活動のための場の提供をしていても、利用者は同じことが多く、広報等が不十分 

④市民一人ひとりの意識、自覚 

・自分たちでまちをつくっていくという意識を持ちにくい 

・地域における共同体意識が低くなっている 

・地域コミュニティの必要性がわかりにくい 

以 上



でも行政って
何でもかんでも
できへんよね

まちづくりって
言われても

ピンと来ない

情報共有が大事って
言うけど､､､

タウンミーティングって、
行政のアリバイづくり
じゃないの？

だけど、ほんとに
行政任せでいいの？

まちづくりなんて
行政の仕事と
ちゃうの？

意見を聴く
しくみを
考えてみたら？

みんなで
話し合った
意見なら
どうだろう？

意
見
出
し
て
も

あ
ん
ま
り

変
わ
ら
な
い
よ
な

“
協
働
“
っ
て
言
う
け
ど
、

う
ま
く
使
わ
れ
て
な
い
？ まちに興味が

ないわけじゃなくて、
参加するきっかけが
なかっただけ

みんなが
「他人まかせ」
だったら
困るよね

でも、
身近なことなら
変えられるかも

近所づきあいって
めんどうやな

でも住んでる地域って
今のままでええの？

まわりの力を
借りるのも
大事だよね

まちのことなんて
自分とは関係ないと
思っていませんか？

この先もこのまちをつくっていくのは、どこかの誰かじゃなく、このまちに住む「わたしたち」。
尼崎市では、市制100周年（平成28年）に向け、まちづくりのルールをまとめた条例の

策定をめざし、みなさんと考えていきます。

尼崎らしいまちづくりのルールを考える
タウンミーティング、開催します。

基調講演
午後2時～

近畿大学 総合社会学部教授

久 隆浩さん

会場

第2部第1部

市政や地域活動の情報発信・共有や、まちづくりへの参画がどうして大事なの？

さまざまな地域でまちづくりを支援されている久先生からわかりやすくお話を
していただいたあと、みんなでざっくばらんな意見交換※です！

（※いただいた意見は、今後の「ルールづくり」に生かしていきます）

みんなで意見交換
午後2時50分～

カフェでお茶を飲むような雰囲気で
みんなで話し合います

尼崎市立

中央公⺠館
大ホール

平成27年

1/24(土)
午後2時〜4時30分
（開場：午後1時30分）

日時 テーマ
みんなで取り組む
まちづくり

〜情報共有と市政参画〜 西難波町6丁目14-34
℡06-6482-1750

市役所
協働・男⼥参画課まで
ama-kyoudou@city.amagasaki.hyogo.jp

Tel:06-6489-6153
Fax:06-6489-6173

￥０
参加無料

お申込み
お問合せ

市役所から南東へ徒歩約5分

詳
し
く
は

こ
ち
ら
へ


